
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026 年６月６日（土）、東京・田町の駐健保会館において全国書記長会議を開催しました。 

会議には中央本部清水千代宣書記長を座長に、各地区本部・支部 11名の書記長が出席、また

第二部には労働金庫協会 柳崇弘次長を講師としてお招きし「不正会計防止セミナー」につい

て学習会を開催しました。 

 

冒頭清水書記長から、３月から５月の３ヶ月間に

わたり、全国で展開された「春闘アピール行動」に

おける課題や効果について、各地参加者からの情報

共有を求めました。その上で喫緊課題の一つである

組織率低下をどう食い止めるか、様々な意見が交わ

されました。また、５月に開催された組織強化・拡

大中央対策会議や、防衛省、米軍、組合、ＬＭＯの

４者で構成する雇用確保検討ＰＴ、全駐労自主福祉、

そしてイノベーション委員会について報告や意見交

換が行われました。 

＜各地区春闘アピール行動の報告＞ 

【青森地区本部】 

今回初めて２つの横断幕を作成し、メインゲート

と裏ゲートでアピール行動に活用した。組織率の危

機的状況を訴え、改善に結び付けられるよう今後は

組織拡大に特化したチラシを作成していきたい。 

【東京地区本部】 

今回アピール行動を実施したが、今後毎月実施で

きるようにしていきたい。 

【神奈川地区本部】 

チラシやビラを多数作成し、各支部と共有して春

闘アピール行動に臨んだ。 

 

【横須賀支部】 

組合をアピールするため、４月にマスク、５月に

ウェットティッシュ付きのビラを配布した。６月に

は労金とコラボし、労金ポケットティッシュと組合

ビラと一緒に配布する予定。朝ビラの効果として、

配布した当日は組合に問い合わせが殺到すること

もあり、効果を実感している。 

【さがみ野支部】 

座間のゲートで月に一回「朝アピ行動」を実施し

ている。プラカードを掲げ、組合についてアピール

する活動を継続して行うことで、組合自体に興味を

持ってもらうことにも効果を感じている。 

【広島地区本部】 

３月そして４月と各職場へビラ配布を行った。同

時に、子の看護休暇拡大については、対象者へきめ

細かい案内を行った。 

【山口地区本部】 

３月、４月、５月とゲート前にてプラカードを掲

げてアピール行動を行った。また、同日に公式 LINE

でアピール行動についての配信を行った。 

【長崎地区本部】 

 基地周辺の交通状況への懸念から、アピール行動

として、各職場へビラの一斉配布を行った。 

【沖縄地区本部】 

 沖縄地区では従前より、主要なゲートの前に全駐

労のＰＲ看板を設置している。今回のアピール行動

に合わせ、横断幕を作成し、看板の隣に設置、アピ

ールを行った。 

【ズケラン支部】 

アピール行動と合わせて、公式 LINE 等で発信す

発行 全駐留軍労働組合（全駐労） 

〒105-0014 東京都港区芝 3-41-8 

TEL（03）3455-5971 不定期刊 

編集人：才 発行人：清水 

 

2026年６月８日 

第 209号 

2026 年 全国書記長会議を開催 

全駐留軍労働組合 

 

中央本部ＨＰ 

ＱＲコード  

 

第一部：全国書記長会議 



ることを心がけている。アピール行動とデジタル発

信を組み合わせたことにより、組合への問い合わせ

が増加した。 

【マリン支部】 

主要ゲート前のビラ配布や手振り行動を行った。

作成した横断幕や組合のぼりも活用し、出勤時に従

業員の皆さんにアピールすることが出来た。 

【空軍支部】 

地盤を固めるという目標の下、ビラをはじめ様々

な情報を組合員にきめ細かく伝達することに努め

ている。脱退防止策をはじめ、各分会の活性化を徹

底するよう取り組んでいるが、アピール行動におい

ても沖縄地区他支部同様、ゲート前での手振り行動

を行った。 

 

 

第二部では会計事故防

止について、労働金庫協会 

柳崇弘次長が講演を行い

ました。また参加者は設定

されたテーマごとにグル

ープワークに取り組み、会

計事故防止の具体策につ

いてディスカッションを

行いました。 

＜会計事故防止に向けた取り組みのポイント＞ 

はじめに講師より、労働組合における会計事故に

ついて講演がありました。その中で、年間発覚被害

総額や具体的な不正をした者の累計、また不正が発

生しやすい状況や環境についても述べられました。

報告の中では、実際に発生した事例を紹介し、各事

故の概要や当時の組織体制・管理状況、不正が継続

された期間と合計金額につい

て、それぞれのケースごとに

特徴を挙げ、不正が発生する

特徴的な背景についても説明

がありました。 

＜会計事故の未然防止策について＞ 

続いて不正会計が起こる背景について、「動機」

「正当化」「機会」の３つ要素が揃った際に発生す

ることが報告されました。講師は、組織内での不正

を防止するために上記３つの要素のいずれか１つ

でも取り除くこと、また日頃からの内部統制の強化、

倫理意識の向上、そして適切な監視が重要であると

述べました。また具体的な不正防止対策として、預

金講座等を複数名で管理すること、現金での取扱を

極力削減すること、事務の効率化・堅確化に向け、

インターネットバンキングやクラウド会計などネ

ットシステムを活用することも重要であると語り

ました。 

＜グループワーク・ディスカッション＞ 

講演を受け、各参加者は「不正会計リスクチェッ

クリスト」を用いた自組織セルフチェックの実施や、

不正リスクに関する意見交換を行いました。また、

講演の中で報告された５つの事故事例や、グループ

ワーク用疑似事例を用い、講演で学んだ情報を元に

不正が発生するメカニズムについてグループごと

に検討を行いました。 

 

        まとめとして  

参加者は講演やグループワーク、グループディス

カッションを通し、会計事故防止のための具体策を

学びました。講師は組合員の大切な資金を扱う以上、

不正は許されないとし、信頼関係の上に確認の仕組

みを重ねることが健全で持続可能な組合運営のカ

ギとし、学習会は終了しました。 

 

【各地区本部・支部からの参加者】（敬称略） 

 

第二部：不正会計防止セミナー 学習会 

講演を行う 

労働金庫協会 柳次長 

青森 西野　博文 長崎 野口　治郎

東京 加藤　達郎 沖縄 喜友名　利幸

さがみ野 長野　友和 ズケラン 新里　佳人

横須賀 熊木　亜衣 マリン 比嘉　良偉

広島 石川　昌洋 空軍 山城　正

山口 廣中　孝行


